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電事連会長 定例会見要旨 
（2011 年 9 月 16 日） 

 

会長の八木でございます。８月はお休みでしたので２ヵ月ぶりの会見となり

ます。どうぞよろしくお願いします。 

本日私からは、「この夏の電力需給」ならびに「再生可能エネルギー固定

価格買取制度の導入と電力業界の取り組み」の２点について申し上げます。 

 

１．この夏の電力需給 

最初に、この夏の電力需給についてご報告いたします。資料１をご覧くだ

さい。 

 

左上のグラフが示しておりますとおり、７・８月を通じ、最高気温は大き

く変動いたしましたが、平均いたしますと、記録的な猛暑となった前年は下

回ったものの、平年を上回る結果となっております。 

一方、この夏の 10 社計の最大電力は、８月 10 日に１億 5,659 万 kＷを記

録いたしております。最高気温が前年並みだった（日最高気温；34.9℃、昨

夏；35.2℃）にもかかわらず、昨年より約 2,100 万 kＷ、12％も下回ってお

ります。 

 

各社別に見ましても、左下の表に記載しておりますとおり、使用制限令が発

動された東北電力と東京電力は約２割、その他も多くの社では１割程度前年の

記録を下回っております。 

 

 詳しい分析はまだ終わっておりませんが、最大電力が大幅に減少した一番

の要因は、産業界やご家庭など多くの皆さまに懸命に取り組んでいただいた節

電のおかげであると考えております。 

 

http://www.fepc.or.jp/about_us/pr/pdf/s1_20110916.PDF
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実際にどのくらいの引下げ効果があったかについては、一概に申し上げる

ことはできませんが、仮に節電が行われず、昨年並みの最大電力（１億 7,775

万 kＷ）が発生していれば、供給力は 360 万 kＷ以上ショートしていたことに

なり、大変厳しい需給バランスであったと考えております。 

 

皆さまには大変なご迷惑をおかけいたしましたが、皆さまのご協力のおか

げで、ここまで何とかこの夏の電力不足を乗り切ることができております。 

改めて、電事連会長として、産業界をはじめ国民の皆さまに、心より感謝申

し上げます。 

 

そのほか、この夏は、７月下旬に新潟・福島の記録的豪雨がございまして

100 万 kＷもの水力発電所が停止したり、複数の火力発電所が設備トラブルで

停止して、供給面で少しヒヤリとする厳しい場面も何度か経験いたしました。 

これらにつきましても、電力会社間で応援融通を行い、何とか事なきを得

ております。 

 

次に、冬の需給見通しについてであります。現在、電力各社は全力を挙げ

て原子力プラントの運転再開に取り組むとともに、火力・水力の補修時期の

調整等による供給力の確保に最大限の努力を尽くしているところでございま

す。 

 

仮に、原子力プラントの運転再開が見込めず、現在運転している 11 基が順

次定期検査に入ってまいりますと、年明けには運転中のプラントは６基（562.4

万 kＷ）まで減少してしまい、原子力発電の供給力は、今年の夏（15 基・1,323

万 kＷ）より、さらに 760 万 kＷも減ることになります。 

 

右下のグラフで説明しておりますとおり、今年の１月には、この夏の最大

電力を上回る１億 5,726 万 kＷを記録しております。 
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また、冬のピーク需要は、夏とは違って夕方から夜にかけて長時間にわた

って続くことが多いため、安定供給を確保するには、電力供給のベースを担

う原子力発電が果たす役割は極めて大きいものがあります。 

 

私どもは、国からのご指示に基づいてストレステストを適切に実施し、なる

べく早くご報告してまいりたいと考えております。 

国におかれましても、運転再開に向けたご判断を迅速にしていただくと同時

に、立地地域のご理解が得られるよう丁寧な説明をお願いいたしたいと考えて

おります。 

 

２．再生可能エネ買取法成立と電力業界の取り組み 

次に、先月末に「再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」が

成立いたしましたが、私ども電力業界の今後の取り組みについて申し上げた

いと思います。 

 

今回の法律は、再生可能エネルギー導入を加速させるために大変重要であ

り、私ども電力業界も積極的に協力してまいりたいと思っております。 

 

一方で、電力多消費産業のサーチャージが減免されることや、買取価格につ

いても、再生可能エネルギー発電事業者の利潤に配慮をすることなどが盛り込

まれています。 

 

負担をお願いするお客さまの間で不公平感が生じないよう、国は責任をもっ

て、その目的や内容についてご説明いただくと同時に、減免の対象範囲や対象

事業者の認定等についてもしっかりと行っていただくようお願いしたいと思い

ます。 

   

私ども電気事業者は、わが国のエネルギー自給率の向上や地球温暖化対策
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の観点から、再生可能エネルギーは大切なエネルギー源と考えております。 

 

資料２にありますとおり、９月７日には、関西電力の「堺太陽光発電所」

の全設備が営業運転を開始いたしましたが、電力各社ではすでに９地点・３

万 kＷのメガソーラーが営業運転を行っています。 

 

今後とも、自社設備として、こうしたメガソーラーの拡大に加え、風力発

電やバイオマス燃料の混焼、地熱発電にも前向きに取り組んでまいります。 

さらには、再生可能エネルギーが電力系統に大量に接続された場合に備え

て、電気の品質や安定供給に影響を及ぼさない制御システムの開発を業界を

挙げて早急に進めてまいる所存でございます。 

 

私からは以上です。 

以 上 

 

http://www.fepc.or.jp/about_us/pr/pdf/s2_20110916.PDF


１． 10社最大電力と最高気温の変化（7月～8月） ３． 10社最大電力と最大日電力量の推移

２． 今夏の各社電力需要実績（発電端）
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昨年度最大 8/23（月）
  17,775万kW

今年度最大 8/10（水）
  15,659万kW

資料１

（万kW）

（℃）
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今夏（７月～８月）の電力需給について

＜参　考＞　冬季の10社最大電力と最大日電力量の推移
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最大日電力量

最大電力

（百万kWh）

（年度）

（万kW）

会社名
前年比(％) 発生日 前年比(％)

北海道 483 33.8℃, ＋1.3℃ 8/11 12時 95.4 10,006 8/11 95.9

東　北 1,246 32.0℃, ▲0.6℃ 8/9 15時 80.0 24,940 8/10 83.0

東　京 4,922 36.1℃, ＋0.4℃ 8/18 15時 82.0 97,468 8/10 85.4

中　部 2,520 36.0℃, ＋0.4℃ 8/10 15時 93.0 47,900 8/10 94.9

北　陸 533 34.9℃, ▲2.7℃ 8/9 15時 93.1 10,357 8/10 93.3

関　西 2,784 35.6℃, ▲1.0℃ 8/9 15時 90.0 54,112 8/9 91.8

中　国 1,083 34.1℃, ▲2.2℃ 8/9 15時 90.2 21,091 8/9 91.1

四　国 544 34.9℃, 　0.0℃ 8/9 15時 91.2 10,644 8/9 93.2

九　州 1,535 33.3℃, ▲3.4℃ 8/30 17時 87.7 30,464 8/9 90.2

沖　縄 144 31.9℃, ＋0.5℃ 7/22 17時 97.4 2,970 7/20 96.1

１０社計 15,659 34.9℃, ▲0.3℃ 8/10 15時 88.1 309,142 8/10 91.0

※気温は、各社は｢本店所在地の日最高気温｣と｢前年差｣、10社計は｢10都市加重平均最高気温｣と｢前年差｣
※10社計の最大電力が発生した8月10日の供給力は1億7,411万kW（予備率11.2％）

 最大電力（万kW）  最大日電力量（万kWh）

発生日最高気温※ 発生日時

 ２０１１年９月１６日 
電 気 事 業 連 合 会 

 



資料２

１．電力会社によるメガソーラー計画、風力発電の導入状況

○電気事業者は、２０２０年度までに全国約３０地点で約１４万kWのメガソーラー発電所を建設する「メガソー
　ラー発電」計画を公表し、２２地点、合計約１０万kWについては、具体的な計画を公表している。これまで、
　９地点、約３万kWが運転開始している。
○電気事業用風力発電設備は６社９地点。認可最大出力合計は約３.２万kW。

■計画公表済のメガソーラー発電所(2011年9月16日現在)

＜伊達ソーラー発電所＞

【北海道電力】

＜堺太陽光発電所＞

【関西電力】

２．バイオマス燃料の導入状況、電力各社の地熱発電所

○電力各社においては、ボイラー等の設備面で可能な範囲（２～３％）で、石炭火力におけるバイオマスの
　混焼を実施・計画中（10電力会社の石炭火力２４個所中１３個所）。
○電力各社では、自然環境との調和を図りながら、１１個所（出力計48.91万kW）で地熱発電を行っている。

■電力会社の石炭火力におけるバイオマス混焼 ■電力会社の地熱発電所

＜御前崎風力＞
【中部電力】

＜南大東可倒式風力＞
【沖縄電力】

■電気事業用風力発電設備（2011年8月末現在）

○新たに加わる太陽光や風力発電の変動に対応するため、蓄電池を組み合わせた新たな制御・指令シス
　テムの開発・導入が必要。
○世界最先端の取り組みであり、送配電線のネットワークと既存電源が一体となったシステム作りと運用が
　必要。

３．次世代の制御・指令システムの開発

次世代
制御・指令システム
次世代
制御・指令システム

蓄電池
火力水力

周波数

供給

（発電量）
需要

（消費量）

火力

翌日の需要予想

太陽光発電の出力把握・予想

制御・指令システム

太陽光
発電

水力（ダム式）

（出力調整の対象電源）

次世代の制御･指令システムの開発

太陽光発電の予測技術等の開発

頻繁な充電･放電に耐える
高性能蓄電池の開発

データの蓄積・分析
(太陽光発電の出力等)

まず、太陽光出力デー
タの蓄積・分析が必要

技術開発のロードマップ

発電量＝消費量を常時保たないと周波数が
変動し、生産活動等に影響を与えるおそれ

(出力調整の対象電源への指令)

蓄電池
火力水力

周波数

供給

（発電量）
需要

（消費量）

火力

翌日の需要予想

太陽光発電の出力把握・予想

制御・指令システム

太陽光
発電

水力（ダム式）

（出力調整の対象電源）

次世代の制御･指令システムの開発

太陽光発電の予測技術等の開発

頻繁な充電･放電に耐える
高性能蓄電池の開発

データの蓄積・分析
(太陽光発電の出力等)

次世代の制御･指令システムの開発

太陽光発電の予測技術等の開発

頻繁な充電･放電に耐える
高性能蓄電池の開発

データの蓄積・分析
(太陽光発電の出力等)

まず、太陽光出力デー
タの蓄積・分析が必要

技術開発のロードマップ

発電量＝消費量を常時保たないと周波数が
変動し、生産活動等に影響を与えるおそれ

(出力調整の対象電源への指令)

■次世代の制御・指令システムのイメージ

？

短周期変動

②データ分析・評価
太陽光発電出力変動と平滑化効果の分析、太陽光発電出力変動の推定
手法の検討、太陽光発電出力変動の推定・評価

6時 12時 18時

？

長周期変動
太
陽
光
発
電
出
力

2009年度 2010年度 2011年度

（計測器設置）

データ収集・蓄積

データ分析・評価

中間報告 中間報告 最終報告

全国32１箇所に日射量
計・気温計を設置
（このうち、117箇所
では太陽光発電出力デー
タも収集）

全天日射量計 気温計 太陽光発電出力

計測器設置箇所

～

※写真はメーカーホームページから引用

①太陽光発電出力等のデータ収集・蓄積

出力変動の推定

＜参考＞太陽光発電の出力変動に関する研究

再生可能エネルギー導入に向けた電気事業者の取り組みについて

(2011年7月末現在)

次世代
制御・指令システム

※1：2010年10月に一部運転開始
※2：北陸電力は2010年4月、石川県より「碁石ヶ峰風力」「輪島風力」、福井県
　　 より「国見岳風力」を譲受
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出力(千kW)所在地発電所名電力

野間岬ウィンドパーク
九州

2002年12月(※2)1.8国見岳風力

2011年1月(※1)22御前崎風力中部

2000年3月0.5八丈島風力東京

2011年2月0.49南大東可倒式風力沖縄

2003年3月3

2000年3月(※2)0.6

2003年3月0.3室戸風力四国

2003年3月0.25甑島（こしきじま）風力

2002年4月(※2)3輪島風力

碁石ヶ峰風力

北陸

運転開始時期
認可最大出力
（千kW）

発電所名電力

野間岬ウィンドパーク
九州

2002年12月(※2)1.8国見岳風力

2011年1月(※1)22御前崎風力中部

2000年3月0.5八丈島風力東京

2011年2月0.49南大東可倒式風力沖縄

2003年3月3

2000年3月(※2)0.6

2003年3月0.3室戸風力四国

2003年3月0.25甑島（こしきじま）風力

2002年4月(※2)3輪島風力

碁石ヶ峰風力

北陸

運転開始時期
認可最大出力
（千kW）

発電所名電力

 ２０１１年９月１６日 
電 気 事 業 連 合 会 

 

※1：平成22年度供給計画記載
※2：2010年10月に一部運転開始
※3：2020年度までに4.3千kW全て運転開始予定

宮古島メガソーラー実証研究設備2010.1044

メガソーラー大牟田発電所2010.1133

堺太陽光発電所2011.9(※2)1010

志賀太陽光発電所2011.311

富山太陽光発電所2011.411

石川県珠洲市に建設
（自社所有地・珠洲市所有地）

2012年度1

武豊火力発電所（愛知県）構内に建設2011年度7.5

メガソーラーいいだ2011.111

浮島太陽光発電所2011.877

神奈川県川崎市に建設（自社所有地）2011年度13

102.3

1

3

4.3(※3)

3

18

1

8

10

1

2

1.5

1

概算導入量
（千kW）

八戸火力発電所（青森県）構内に建設2011年度(※1)

仙台火力発電所（宮城県）構内に建設2011年度(※1)

沖縄県名護市に建設（名護市所有地）2011年度
2沖縄

1中国

福井県坂井市に建設（自社所有地）2012年度

4北陸

原町火力発電所（福島県）構内に建設2013年度(※1)

3東北

伊達ソーラー発電所2011.611北海道

長崎県大村市に建設（発電所跡地）2013年度
2九州

3022計

広島県福山市に建設（自社所有地）2011年度

山梨県甲府市に建設（山梨県所有地）2011年度

大阪府堺市に建設（シャープとJV）未定
2関西

松山太陽光発電所の一部が運転開始2010.122１四国

静岡県静岡市に建設（自社所有地）2014年度

3中部

3東京

備考
運転開始
時期

既運開量
（千kW）

地点数電力

宮古島メガソーラー実証研究設備2010.1044

メガソーラー大牟田発電所2010.1133

堺太陽光発電所2011.9(※2)1010

志賀太陽光発電所2011.311

富山太陽光発電所2011.411

石川県珠洲市に建設
（自社所有地・珠洲市所有地）

2012年度1

武豊火力発電所（愛知県）構内に建設2011年度7.5

メガソーラーいいだ2011.111

浮島太陽光発電所2011.877

神奈川県川崎市に建設（自社所有地）2011年度13

102.3

1

3

4.3(※3)

3

18

1

8

10

1

2

1.5

1

概算導入量
（千kW）

八戸火力発電所（青森県）構内に建設2011年度(※1)

仙台火力発電所（宮城県）構内に建設2011年度(※1)

沖縄県名護市に建設（名護市所有地）2011年度
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3中部

3東京

備考
運転開始
時期

既運開量
（千kW）

地点数電力

三隅火力１号(中国電力)
出力：100万kW×１基
2010年度 実証試験開始

西条火力1・２号(四国電力)
出力：15.6万kW×１基、25万kW×１基
2005年度 運用開始

苓北火力1・２号(九州電力)
出力：70万kW×２基
2010年度 実証事業開始

新小野田火力１・２号(中国電力)
出力：50万kW×２基
2007年度 運用開始
2010年度 増設設備実証試験開始

能代火力１･２号(東北電力)
出力：60万kW×２基

2011年度 運用開始予定

碧南火力1～５号(中部電力)
出力：70万kW×３基、100万kW×２基
2010年度 運用開始

七尾大田火力２号(北陸電力)
出力：70万kW×１基
2010年度 運用開始

敦賀火力２号(北陸電力)
出力：70万kW×１基
2007年度 運用開始

舞鶴火力１号(関西電力)
出力：90万kW×1基

2008年度 運用開始

砂川火力3号(北海道電力)
出力：12.5万kW×１基
2010年度 実証試験開始

具志川火力１･２号(沖縄電力)
出力：15.6万kW×２基
2009年度 運用開始

原町火力１・２号(東北電力)
出力：100万kW×２基
震災により被災したため、
運用開始時期は検討中

常陸那珂火力１号(東京電力)
出力：100万kW×１基

震災により被災したため、
運用開始時期は検討中
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